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研究成果の概要（和文）： スペイン語の地域的変異をとくに統語的観点から調査するのが本研究の目的である。その
ためにこれまでスペイン１０都市、ラテンアメリカ１４都市において２０程度の文法テーマに関する１１０項目につい
てのアンケート調査を通して約５００人分のデータを収集し分類してきた。２年目は中米とカリブ海の２か国、スペイ
ンの１都市を加えた。最終年はこれまでの成果の評価年と位置づけ、スペインの言語学者Elena de Miguel氏を招いた
とともに、国際学会などで本研究について発表し、評価を受けた。

研究成果の概要（英文）：This project has been intended to create a grammatical database of Spanish, which 
is spread over 23 countries and regions of the world with a great amount of syntactic variation. So forth 
we have carried out our survey with 110 questions based on 20 grammatical topics in 10 Spanish and 14 Lati
namerican cities. The last year has been dedicated to evaluation of our project.
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1.研究開始当初の背景 
 スペイン語は、スペインを含め 23 の国と
地域で用いられるグローバルな言語である
が、比較的均質であるといってもよい。しか
しながら、発音、語彙、文法などには地域的
変異が見られる。音声や語彙についてはこれ
まで統一的に扱う研究がなされ、一定の成果
が得られてきた（本研究の分担者一部および
代表者による語彙調査－Varilex－もその一
つといえよう）。ところが、文法現象に特化
して、広いスペイン語圏にまたぐ調査・研究
については前例がほとんどない。統一的な現
地アンケート調査を通して、スペインとラテ
ンアメリカの広大な地理的範囲に広がるス
ペイン語の地域差を分析する本研究はこう
して誕生したが、すでに10年を超えている。
共通の質問項目に基づいて文法（統語）的変
異についた、一貫した調査を通して見取り図
を得ようというのが本研究の発端である。 
  所与の言語の統語的研究は、言語内の分
析によるものが中心であることはいうまで
もない。しかし、地理的、方言的違いを考慮
することにより、その分析に新たな、これま
で気づかない視点が生まれることがある。方
言的なまとまりを観察することにより、動態
的な見方が成り立つことがある。このような
視点や見方を得ることが本研究の動機とな
った。 
 
2.研究の目的 
スペイン語の文法研究の中で問題となる統
語現象（叙法、人称代名詞，再帰代名詞，関
係詞，性・数の一致，主述の一致，語順，ボ
イスなど 20 程度のテーマ）の使用実態を地
理的バリエーションの観点から捉えなおし、
新たな分析・研究方法を提示することを中心
課題とする。スペイン語は 23 の国や地域で
用いられる広域使用言語であるが、スペイン
とラテンアメリカ（以後、ラ米）における 30
程度の地点で共通の文法変異アンケート調
査を実施し，得られた結果を数値化し比較・
相対化することにより，これまで前例がない
「スペイン語文法」のいわば「方言地図」を
作成し、文法研究に地理的変異という新たな
パラメターを導入する目標をもつ。 
 
3.研究の方法 
まずスペインで試行的現地調査において，9
地点で約 200名のインフォーマントに 100余
項目のアンケートを行い、スペイン諸都市の
データを収集するとともに上記の課題設定
の有効性を確認した。 

 

［Ejemplo 1］  

Yo la dije la verdad. (la = María)  

✓(1) Yo lo diría así.     

   (2) Yo no lo diría, pero lo he oído decir. 

   (3) Yo no lo diría ni lo he oído decir.   

 (4) Comentarios:                                 

［Ejemplo 2］ 

 No estoy seguro(a) de que tenían dinero. 

(1) Yo lo diría así.      

✓(2) Yo no lo diría, pero lo he oído decir. 

   (3) Yo no lo diría ni lo he oído decir   

  (4) Comentarios:  Diría: tuvieran                 

アンケート例 

さらに科研費の継続により現時点までにラ
テンアメリカの 14 都市における現地調査、
スペイン 10 都市における現地調査を実施、
スペインとラテンアメリカの大部分の地域
との比較ができるようになった。 
 

 
地域別のデータ例 
 
所与の文法テーマについてスペインにおけ
る標準語の使のみを観察しているだけでは
決してわからない実態がさまざまな文法現
象において明らかになってきた。今期は、ス
ペインではこれまで欠けていた北西部のサ
ラマンカと、ラテンアメリカでは、カリブ海
のキューバ・ハバナ市およびプエルトリコ・
サンフアン市を追加することができた。今後、
同じくドミニカ共和国、および、中米で政情
不安定などの理由により調査を果たせてい
ない国をいくつか追加する必要があるだろ
う。また、メキシコ、アルゼンチン、チリ、
ペルーなどの広大な国々ではすでに調査し
た首都のみの調査では十分といえない。今後



可能な限り地点を増やしデータの精密化を
はかっていきたい。 
文法現象の具体例として，<動詞 entrar 「入
る」＋前置詞 en / a「～へ」>の前置詞交替
現象で、一般的にはラ米は a, スペインは en
とされているが、実際には双方で、使用頻度
は近似すること、またラ米の結果も一様では
なく、むしろスペインに似る結果の都市があ
ることも確認された。 
 また弱形人称代名詞の対格・与格形式の通
時的変遷について、一般に機能を中心とする
体系が，過渡的体系を経て，指示物主体の体
系へと移行していくと見られる（Los Mozos, 
S. 1984; Fernández-Ordóñez, Inés 1999)が，
使用実態の調査結果を比較することにより，
ラ米一般，スペイン一般，そして特にスペイ
ン首都圏に代表される3地域が地理的にこの
3 段階に対応していることがアンケート結果
から確かめられた。 
 また、調査過程で新たな問題のありかが明
らかになることもある。例の一つは先住民語
の干渉により受ける影響の可能性である。ボ
リビアの首都ラパスおよびエル・アルトの大
学における調査では、弱形人称代名詞対格 lo
の代わりにleの比率が高いことが判明した。
これは現地のアイマラ語やケチュア語の影
響が想定できる。これは興味深いことに離れ
たパラグアイで同じようにグアラニ語の干
渉であろうか、やはり le の使用頻度が高い
共通性が調査から観察される。このことは現
地調査の副産物であるが、新たな注意点とし
て考慮していくことになる。 
 
4.研究成果 
これまで今期を含め、通算 4 期 12 年にわた
り、スペイン 10 都市、ラテンアメリカ 14 都
市において20程度の文法テーマに関する110
項目について現地におけるアンケート調査
を通して実施してきた。すでに約 500 人の被
験者により提供されたデータを収集し分類
してきた。研究成果は、本研究を Varigrama 
(世界のスペイン語の文法バリエーション)
と名づけ、研究分担者上田博人のホームペー
ジ
(http://lecture.ecc.u-tokyo.ac.jp/~cued
a/varigrama/index.html）上で公開されてい
る。 
この他、内外の学会などを通じて成果を発表
するとともに、今期は米国ニューヨーク市大
学における国際学会にて成果の一部報告を
した。また統語意味理論の専門家であるマド
リード自治大学のエレナ・デ・ミゲル教授を
招待し、代表者の勤める東京外国語大学およ
び分担者の勤務する神戸市外国語大学、上智
大学にて講演や打ち合わせを通じて、本研究
の評価を受けることにより、研究に新たな視
点がもたらされた。 
成果はスペイン語研究者，スペイン語教育関
係者，言語研究者，スペイン語学習者，大学
院生も周知をはかっていることは言うまで

もなく、一般市民にもアクセス可能な状態を
継続する。 
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